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た りして通信の安定化が望めない.よ って昭 和47年の

































笏 国立極 地研 究所 発行 笏〒173東京都 板橋 区加 賀1-9-10麓(03)962-4711(代表)
昭和53年2月20日発行 隔月1回20日発行
一1一





























,ポ ↓11 u 1 1 llLl|蘇 ㌻茗
■
.一 、 :寮=言窟 s
ノ困 」



















































































































































































＼y ■「 1 石
9
、






















、⑧ 吊. 1一蝿 醒
島7

































ルに入港.こ こで船は油や水な どの 補 給,隊 は清鮮野













極 地 研 ニ ュ ー ス
一方,12月の昭和基地では第18次越冬隊がブル ドーザ











ヘ リコプターで神沼(リ ーダー)仲井,加 納,吉 倉(以

























たのは第11次隊から数えて,実 に8年ぶ りの こ とであ
る.遅れていた輸送は,接 岸したことにより大型カブー
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は1月23日 完 成 し,こ れ に よi)昭和 基 地建 物 の総 床面 積
は3,575㎡とな っ た,ま た,発 電lii:を増 す ため のnokVA
発 電 機 の 設 置,「J・1地や外 国 づ占地 との 通f、いこ使 う5k"'送
信機 の 設 置 もそ れ ぞ れ 担'TS隊員 に よ って 行 わ れ,予 定 さ
れ て い た基 地 整備 作 業 は,全 て 消 化 され た.
み ず ほ 観 測 拠 点.ごの 引 き継 ぎ とA1点 無 人観 測 小舎 再
建 の ため の み ず ほ 旅 行 隊 は 大 山(リ ー ダ ー),箕 岡,奥
|1|,石沢,鈴 木(三),1几1野,山岸(以 上19次),掃1:,
鮎1「1,Zf[十[(1'/上18次)のメ ンバ ー て'1月16日S16をHl
発 し た.　Al点 には3.2【㎡ の 観測 小 舎 と風 力発 電 機 か ら
の 電 力 を 充 電 して 観測 や 保 温 用電 泥[とな るバ ッテ リーの
保 温 箱 を 設|i,f.し,正月28日か ら地 磁 気3成 分,VLF帯
自然 電 波,電 離 層 吸収 な どのfi[ξ人観 測 を開 始 し た.こ の
後 入llT以下7名([几i野,111.}?:,鮎川 はA1点 よ り.11馳に
帰 投)は31日 に み ずぽ 観 測 拠 点 に着 き,2月4日 まで 藤
井 隊 員 ら4名 のみ ず ほ在 住 者 か ら観 測 や 談 合》了機 器 の 引 き
継 ぎを 受:ナ,箕 岡,奥lil.　行沢,鈴 木(三)は2月5日 第
19次隊 員 に よる 越 冬 生 活 に 入 った,1年 間 をみ ず ほ 観 測
拠 点 で 過 し た藤 井 の 他 長 谷川,佐 々木,坂 本,寺 井,百
[.H(以上18次)人el.1(19次)「隊員 は2月5日 に出 発,7
日2,LIZbi.こ帰 投 し た.
第19次隊 に よ る夏 期 ロ ケ ッ ト実 験 は,大 気 の 光 化学 的
'変成 作川 の
、錫・合 を 日的 と し たS-21ぴ甲搏0,1機と31.IJ.機を
そ.ilぞ.ね1Jl281iと2月5日:こ打.ちヒ:ド.昇モ翔,観 測[]ヒ
も に 成功1.最先の 良 い ス タ ー トを き った 。 越 冬 期の ロ ケ
ッ ト観 測 にS-3101親4機の打 ち 上 げ をf・7Eして い る.
竜宮 岬 か らrj捲続 い て の露 岩 調 査ば 輸 送の 終 「L.㌧1
.112411から行 わ れ,奥 岩.テ ー レ ン,ス カ ル ブ ス.トス,
ス カ ー レ ンにISいて地 学 調 査 が2月31.1まて1.続け ら れ
た./Eた,実 験 的 にふ じに取 り付 け たマ リサ ッ ト(海Fh
衛 星)通 イ1駄11:7;穿に 作 動 し,昭 和 基 地 接 岸 中 に も極 地ii)f
究 所 との 電 話 とテ レ ッ クスが 即 時 にっ なが り,将 来の 昭
和 」,LI　J也衛 ノ1こ通 「llに明 る い 見通 しが 得 られ た.
昭 和 ノIU地の 全 ての 業務 は2月1日 に第[8次隊 よ り第1～)
次 送 に 引 か継 が、ll,平沢 隊長 以 下30名ば 越 冬態 勢 にNっ
な}∫,第18次越 冬隊 を収 容 し たふ じ1よ3月2日 に南 緯:
551・£を 通過1.,3月1[lliモー リシ.t・ス の ボ ー トルfス に
'.!チ;巷(摘!18i欠・1玄冬1;家1よ二 こ二よ1)空路3∫]201LJL440
便11時25分羽 田才1て帰 国),そ の 後 シ ン ガ ポ ー ル を経 て,
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吉 田 栄 夫
筆 者 は昭 和52年度 の 交換 科 学 者 と し てイ ギ リス 隊 に 派
遣 され た.た ま た ま南 極 条 約 協 議 会 議 へ の 参 加や,第20
次 観 測 隊編 成 な どの 仕 事 に挟 まれ,受 入 れ る 観測 船 ミブ
ラン ス フ ィー ル ドこ の 口程 の 都 合 もあ って ,ご く短 い 期
間 の 参加 に留 ま り,当 初 意 図 した 視 察 や 調 査 を 十 分 行 う
こ とは で き なか っ た.し か し,輸 送 オ ペ レ ーシ ョン の ・
端 や,伝 統 を 守 る基 地 観 測 とア メ リカ隊 基 地 の対 照 性 な
どを 目の 当 りに し,興 味 深 い 日 日を 過 す こ とが で き,今
後 私 に とっ て有 益 と思 わ れ る多 くの こ とに 接 し得 た 。 南
極 半 島 の 自然 も ま た素 晴 しか った,思 いつ くま まに これ
らの こ とを 綴 っ てみ た い.
一フ フ ンス フ
ィー ル ドtは 総 トン数4,816トン(排 水
トンお よそ7,600トン),長 さ99.2rn.巾18.4mで,サ イ
ズは ミふ じeに 似 てい る.一 軸5,200馬力 の ジ ーゼ ル 電
気 推 進 で巡 航 速 力12ノ ッ ト.1970年9月に 進 水 した.ヘ
リ甲板 は あ るが ヘ リ コプ タ ーを 塔 減 して い な い こ と もあ
って,ふ じと比 べ れ ば 大 き さの 割 に 貨物 粕1載 量 は 大 き
く.約1,000重量 トン積 む こ とが で き る.こ の大 きな 顧
減 債 を利 用 し て,毎 年 ア メ リカ東 岸 の ジ ャ ック ソ ン ビル
に寄 り,NSFと の 契 約 の も とに,ア メ リカ隊の パ ー マ
ー基 地 向け の 貨 物 と人 員 を輸 送 して い る.BAS(英 国
南 極 調 査 所British　Antarctic　Survey)の所 属で あ る.
10月下 旬,イ ギ リス の サ ザ ン プ トン港 を 出 た ミブ ラン
ス フ ィール ドミ は,ジ ャ ック ソ ン ピル寄 港 後 パ ナ マ運 河
を 経 て11月25日夕刻,チ リーの バ ル パ ラ イ ソに 入港 し
た.こ れ まで は 南 米 東 岸 沿 い に 南 下,ウ ル グア イの モ ン
テ ビデオ あ る いは アル ゼ ンチ ンの マ ル デ ル プ ラ タを経 て
南 極 へ 向 った が,今 シ ーズ ンは 初 め て パ ナ マ運 河 を 通
り,南 米西 岸 を 航 行,こ れ は 少 しで も 日数 を かせ ぐため
の 試 み とい う.出 入 港 の ス ケ ジ ュ ール は,か な リフ レキ
シ ブ ルで チ リーの 代 理 店 で は,バ ル パ ライ ソに寄 ら ず プ
ンタ ァ レ ナス ル寄 港 す るか も知 れ な い と お ど か され た
が,無 事11月26日この シ ー ズ ン と し ては,こ こで は 珍 し
い大 雨の 中 を船 に乗 込 み,船 医 の 個 室 を 与・え られ た.専
任 の 船 医は い ず,隊 の 医 者 に頼 る の だ そ うで あ る.
パ ル プ ライ ンか らは2人 の チ リ一人 の パ イ ロ ッ トが 乗
船,出 港 後3日 目か ら始 ま るチ リー南 西 岸 の フ ィ ヨル ド
地 帯 の航 行 の ため であ る.フ ィヨ ル ドは.・般 に 水 深 が 大
きい が,底 の 起 伏 が大 き く,手 を伸 ば せ ば 谷 壁 が さわ れ
そ うな 狭 い 水路 もあ る.途 中 で座 礁 し た ま ま見 捨 て られ
た 貨 物 船 も眺 め ら れ た.ホ ー ン岬 に近 づ き,チ リーの 小
型巡 視艦 の よ うな船 が パ イ ロ ッ トを迎 えに 来 て,接 舷 す
る,2人 の パ イ ロ ッ トの 代 金は 帰 りの プ ン タ ァ レ ナス か
らの 航 空 運 賃 を 含 め1,800ポン ドだ とい う.
本 物 の ホ ー ン岬 よ り{'1派な に －LY.+・一 ン岬 を右 に み て針
路158°で..一路 南 シ ェ トラ ン ド諸 島 へ.最 初は 信 じら れ な
い ほ ど静か な ドレイ ク海 峡 で,こ ん な こ とは 一 寸 な い そ
うであ る.通 常 強 い 西 風 が 吹 い て い る の に,こ の と きは
東寄 りの 風 だ った.ホ ー ンdl甲を12月3Hの 昼 過 ぎ に 出
て,5E]早 朝 よ く揺 れ るな と思 っ たら,も う南 シ ェ トラ
ン ド南 西 端 の ス ミス 島 の 氷 河 が 光 って い た.南 米 と南極
は 本 当 に近 い と改 め て 感 ず る.
ブ ラ ンス フ イール ド海 峡 の 西 端 を か す め て南 極 半 島 に
近 付 き,ジ ェル ラ ッシ ュ海 峡 を 経 て,ア ンパ ー ス 島の ア
ーサ ー ハ ー バ ーに あ る パ ーマ ー基 地 へ 向 う,こ れ ま ため
った に な い と い う好 天 に恵 ま れ,素 晴 しい景 観 に 日を奪
わ れ る.昭 和 基 地 付 近 と異 な って,氷 河 の侵 食 作川 の 強
さは ま こ と に著 しい,暖 く海 洋 性 の気 候 は 氷 河や それ の
つ く り出 す 地 形 に は っ き り示 され て い る.南 極 の ほ か の
地 域 で は め っ たに み らわ.ない 雪 崩の あ とが あ ち こ ち て甘
につ く.峻 険 な 地 形 は 容 易 に基 地 適 地 を 許 さ ず,ま た
あ って も後 背 地 へ 直 接 と りつ く こ とは 至 難の よ うにみ え
る,ウ ィ ー ン ケ島 とア ンバ ース 島 の間 の ノイ マ ン 水 路は
大 変狭 い が,北 東 の 入 口付 近 の 大 きな 氷盤 以 外 ほ とん ど
海 氷 が な い.天 文 学 的 南極 圏 に まで達 し て い な い この 辺
の 違 い と いえ ば そ れ ま で だ が,昭 和 基 地 付 近 の 手 強 い
海 氷を 見 慣 れ た老 に は何 と も不 思議 な気 がす る.ウ ィー
ソ ケ島 の ダ モイ に は,イ ギ リス とア ル ゼ ン チ ンの 避 難小
屋 が あ り,巨 大 な ドリ フ トの よ うにみ え る氷 河 を 登 った
ところ に 滑 走路 が 設 け られ て い る.地 学 関 係 隊 員 の 地 質
屋 や 雪 氷 屋 は.お もに11月に,BASの も う一一隻 の 小 さ
くて古 い 観 測 船 ミジ ョン ・ビス コー ミ で こ こまで 来 て 、
飛 行 機 で さ ら に南 の 方 へ と運 ば れ,3月 まで フ ィー ル ド
ワ ー ク に従 事 す る.地 学 の 分 野 が 夏 のみ とな っ たの は,
1975-76年の シ ーズ ンか らの こ とで.こ の功 罪 の 判 定 に
は も う少 し時 を 籍 す 必 要 が あ る とBASは 云 うが,こ れ
が,冬 の 間 カ ナ ダで 整 備 し,南 米 を経 て 直接 飛 来 で きる






















を著しく長 くとるのが特徴的だ った.オ ー トパイロット
がついてお り,ブリッジの窓際に運転席がしつらえてあ
るので,前 進 ・後退あるいは蛇取 りはすぺて船長1人 で



























































半年の トレー=ソ グと準備,2年 半の南極行,2年 のま


































金子誠一を リーダーに,外 谷健,小 賀隆.城 代雅夫,古
川正三の5名 の隊員がSM-50S,KD-60雪上車で居住
用カプースと槙を引き13日,10時30分みずほ観測拠点を






消費量 残 量 消費量 残 量
普 通 軽 油 14,180215,78014,015⑳1,765
灯 油 2,985・・939|・ ・17・28,764




、■一.rV"'A'.'一.'.～.'.A・.■v'.門 ～ ㌔,い ・'.A帆 ■v■..A-、.w■.■ 戸
研究所出版物
南 極 資 料60号1977年11月
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昭 和 基 地 月 別 気 象 資 料(Syowa　 Station　M。nthly　Climatological　D ta)
平 均 気 温(Mean　temp.)　(。C)
最 高 気 温(Max.　temp.)　(°C)
最 低 気 温(Min・　temp,)　(°C)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　level)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・IO分間 平 均(Max.　 wind　speed,　10-min.　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　sky　cover)　(1/10)
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極地豆事典 驚 讐 ζ1レ;驕㌶ 二;瓢駕 彗
南極の魚 科 … シ・ラ・科 ・・オ・ウオ科}・・継 南極特産編
昭和基地 周辺にて採集 されたボ ウズハゲギス
南極に生息する生物 としてポピュラーなのは,ペ ンギ
であ り,約70種が含まれる.こ の内,非 常に珍らしい魚1
としては,肉 や醜が白色で赤血球や血色素を全 く持たな ξ
ジ
い コオ リウオ 科 の 魚類 が 知 ら れ て い る .ま た,ノ トセ ニ;
・椥 鰍 では通 称ナンキ。クダラと呼et'れ,体重が1
50～60㎏に達するものもある.ξ
昭和基地周辺において,観測隊員の趣味と実益を満足 ξ
させてく摘 鰍 注 にノ ト七二卿 ・属するもので,{
・れまで ・種類が鮪 されている.・れらは顔つき楼1
が ハ ゼ に 似 て い る こ とか ら,総 称 し てオ ン グル ダ ボ・・ゼ;
と呼ばれていたものである.正式な穂 ま,昭和ギス,≡
}ン ・アザラシ ・クジラなどがあげられる.また,彼 等の 昭和ギスダマシ,禿 ギス,二 七禿ギス,坊主禿ギス,鱗 ミ
}重要な餌として・近年オキアミが注 目されている・しか ギス,鰭 棘ギス,ラ イギ ョダマシ,牙 ゴチ,で あ り,まl
lし 漁 類も批 僻 生態系の中にお・'て腰 綱 位を占 ・とに風体娘 く表わし銘 前である.・イ ドクラ。クl
lめ ると考えられる.な どから釣糸を垂れると,お もしろいほど良く釣れる.1





まれているが,ノ トセニァ上科に属する魚類は,全種類 布生態研究であったが.今後,調 査海域を広げるととも
の約80%を占め,名 実ともに南極海を代表するものであ
1る.ノ トセ ニア 上科 は,分 類 学 的1こは ス ズ キ 目,ス ズ キ
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